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鈴木　浩之
●博士学位請求論文要旨
子ども虐待対応における保護者との「協働」のプロセス
― 「対話ができる関係を創る・『折り合い』への『つなげる』支援媒介モデル」の可能性 ―
本論は，平成29年度に提出した博士論文の要旨
をまとめたものである．論文は下記に示した目次
の通りの構成となっている．
まず，「１　研究の目的」「２　研究の手続きと
方法，およびその結果」を説明したうえで，各章
の要旨を順に説明する．
「２　研究の手続きと方法，およびその結果」に
ある「図１　研究の手続きと方法」は，研究のプ
ロセスと方法を図解したものであり，研究フェイ
ズ１から６により説明している．
１　研究の目的
今日，児童相談所に通告される子ども虐待の件
数は，都市圏の児童相談所を中心に著しい増加を
示している．
児童相談所運営指針には通告に伴う48時間以内
の児童に対する目視による安全確認のルールが示
され，子どもの安全が脅かされているならば躊躇
なく法的な強制介入により子どもを保護すること
が求められている．これらの児童相談所に与えら
れた社会的役割は，これまで以上に家族との対立
が避けられない場面をつくり出している．一方
で，児童虐待防止法第４条「児童虐待を行った保
護者に対する親子の再統合の促進への配慮その他
の児童虐待を受けた児童が家庭（家庭における養
育環境と同様の養育環境及び良好な家庭的環境を
含む．）で生活するために必要な配慮をした適切な
指導及び支援を行う」ことが規定されている．こ
のように，児童虐待防止法には子どもの命と安全
を守るための危機介入，そして，家族の再統合へ
の配慮，支援が謳われているが，対立から「相談」
の展開は容易ではなく，子ども虐待対応の課題と
なっている．言うまでもなく，児童相談所に課せ
られた責務の絶対的な優先事項は子どもの命と安
全を守ることである．現場では，様々な戸惑いを
覚えつつも，この絶対的優先事項に従い虐待事案
に対応している．そのため，家族との対立が避け
られないことも日常である．ところで，多くの場合，
「相談」は，クライエントが何らかの課題について
主体的な解決を求めて，機関，ソーシャルワーカー
等と出会うものである．しかし，子ども虐待の場合，
多くは通告等により始まり，クライアントにとっ
ては不本意な形で「相談」関係が始まる．相談動
序　章
第１章　 子ども虐待対応における現状と課題
第２章　 不本意な一時保護等を体験した保護
者が児童相談所と「折り合う」プロ
セスと構造
第３章　 不本意な一時保護を体験している保
護者と対峙する場面での児童相談所
職員の意識・態度の統計的分析と自
由記述の質的分析及びその比較
第４章　 子ども虐待に伴い不本意な一時保護
を体験した保護者への「つなげる」
支援のプロセスと構造
第５章　 子ども虐待ソーシャルワークにおけ
る「保護者の『折り合い』への『つ
なげる』支援の交互作用理論」
第６章　 新しい実践モデルの構築へ（グラウ
ンデッド・アクション）「対話がで
きる関係を創る・『折り合い』への『つ
なげる』支援媒介モデル」
終　章
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機が乏しいか，全くない中で「相談」が展開される．
激しい対立もある．そのため，この場面では法的
な対応や権威を背景とした指導的な対応になりが
ちになる．確かに，子どもの命を守り，安全を確
保するためには時に法的な対応は必要なこともあ
る．しかし，真に子どもの安全が守られ，家族の
福祉が実現されるとすれば，保護者自身が自らの
課題に直面し，家族自身が主体的に子どもの安全
を構築していくことが不可欠である．そして，今，
それを実現させるための新たな実践モデルが求め
られている．新たな実践モデルとはここに述べた
ような児童相談所に課せられている二つの矛盾す
るとされる役割，つまり，子どもの命と安全を守
るための危機介入と，子どもが再び安心して家族
の元に戻る家族再統合への配慮の二つを「調和的」
に実現していくことを実現する実践モデルである．
本研究では，保護者と支援者が，対立的な関係か
ら，いかに「子どもの安全」という目標に向かっ
て協働するのか検討し，その形成プロセスについ
て少しでも明らかにし，現場に有効な実践モデル
を提起することを目的とする．本論では，以下に
扱う子ども虐待対応における「協働」関係につい
て「子どもの安全，安心という目標，目的に対して，
子どもにかかわる機関と保護者等がこれを共有し，
このことの実現に向かって歩んでいく関係性とそ
のプロセス」と定義し，論述を進めていく．
２　研究の手続きと方法，およびその結果
図１は，研究の手続きと方法を示したものであ
る．研究フェイズ１から研究フェイズ６によって
研究は進められていく．図１「研究の手続きと方法」
により研究を概観したうえで各章ごとに研究の要
旨を説明する．
図１　研究の手続きと方法
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序章
序章では，研究の目的」「先行研究」「研究の方法」
「各章の構成と結果の概要」を示した．特に，本論
の研究テーマである「強いられた『協働』」は「主
体者としての『協働』」になりえるのか，権力を持っ
た児童相談所が保護者に対して行う「支援」は成
立するのかと言う問題提起から考察を始めること
とした．
○ 第１章　子ども虐待対応における現状と課
題
第１章では，子ども虐待対応の今日的な課題を
論述した．児童相談所に通告される子ども虐待の
著しい増加の背景を考察し，わが国の今後の見通
しを「子ども虐待対応の６段階」を手掛かりに，
性的虐待の潜在化といういまだ成熟しない子ども
虐待対応のシステムの中で今後も右肩上がりの通
告件数の増加を予測した．
さらに，子ども虐待対応が子どもの安全を守る
ことと，再び子どもが安全に家族の元で暮らすた
めの再統合支援という矛盾するとされる役割を担
う中での現場の混乱と，現場の取り組みを「安全
を構築しようとする動機」を横軸に「当事者参画
の程度」を縦軸にしたマトリックスとして「協働
関係構築の４つのステージ」を示した．そして，
対峙的関係から始まることが多い，子ども虐待対
応において，いかに対立を克服して「協働」関係
を構築していくのかが，子ども虐待ソーシャルワー
クの喫緊の課題であることを論じた．
○ 第２章　不本意な一時保護等を体験した保
護者が児童相談所と「折り合う」プロセス（研
究フェイズ１）
第２章では，子ども虐待ソーシャルワークに
おける「協働」関係の構築を研究するため，ま
ず，不本意な一時保護を体験した保護者にインタ
ビューし，当事者の言葉から教えていただくこと
から研究を始めた．「協働」関係とは，当然のこと
ながら，保護者と支援者のそれぞれの子どもの安
全づくりの営みにおける，その接点において起き
ている関係性を言う．
インタビューデータをグラウンデッド・セオリー
により分析をしたところ，コア・コンセプトとし
て「折り合い」が浮上した．そして，この「折り合い」
が保護者の側から捉えた「協働」のプロセスであ
ることが示唆された．また，保護者が「折り合い」
を実現するためには６つの要件があることが示唆
された．つまり，【見通し】【支えられる】【担当者
との関係】【話し合いの場】【子どもへの思い】【期
待】の６つである．ここで言う「折り合い」とは
「不本意な一時保護に伴い生じる喪失感と様々な感
情及び，関係機関への不信を抱き，児童相談所等
と対峙する局面を経験しつつ，さらに，虐待者と
された自己に対する疑念と，子育てアイデンティ
ティーの混乱を抱えながらも，児童相談所との『協
働』関係が進む中で，子どもを引き取るという現
実的な課題や目標を実現するために保護者自身が
受け入れ難い現実に調和していくプロセス」とし
た．
○ 第３章　不本意な一時保護を体験している
保護者と対峙する場面での児童相談所職員
の意識・態度の統計的分析と自由記述の質
的分析及びその比較
―子ども虐待対応における「協働」を実現
するための「『対話の構築/希望・見通し・
目標の共有』媒介1モデル」の提起―（研究
フェイズ２，３）
第３章では，支援者の側から「協働」はどのよ
うなに捉えられるのかを分析した．実際，現場で
保護者と対峙しながら「協働」の実務を担当して
いる支援者に対して，アンケート調査を行い，統
計的な分析等を行うことで，児童相談所総体とし
ての「協働」のプロセスと構造を捉えることを試
みた．
まず，支援者が不本意な一時保護を体験してい
る保護者と対峙するときの態度因子の分析結果と
して，「理解的支援態度」と「権威的指導態度」の
二つの因子が抽出された．さらに，これらの二つ
の因子にクラスタ分析を行い３つのタイプの支援
1 「媒介」とは，「双方の間に立ってとりもつこと．な
かだち．とりもち．（広辞苑）」とされる．ここでは，
対立関係から「協働」関係につなげていくことを「媒
介」すると説明した．
5_0617482 v02 東洋大学_社会福祉研究No.11.indb   40 2018/07/20   9:52:02
40 41
東洋大学社会福祉研究　第11号（2018年7月） 博士学位請求論文要旨「子ども虐待対応における保護者との「協働」のプロセス」／鈴木浩之
者がいることがわかった．
２つ目は保護者と支援者の「協働」を難しくし
ている因子の分析を行い５つの因子が認められた．
つまり、「関係構築困難」「ネットワーク・社会資
源不足」「チームアプローチ困難」「揺れる子ども
の気持ち」「司法関与不足」であった．
３つ目は，支援者が優先的に取り組む「協働」
にかかわる課題の探索的因子分析で抽出された４
つの因子（１.目標・目的の共有　２.スキル・治療・
助言　３.子育ての対話　４.現実受入れ支援）に対
し共分散構造分析を行った結果，「協働関係構築
実践モデル」（パス図）が示された．このモデルで
は，対立的な関係から「現実の受け入れ」に展開
するためには「子育ての対話」→「目標・目的の
共有」→「現実の受け入れ」と展開することが「協
働」関係構築のプロセスであることが示唆された．
「スキル・治療・助言」については，危機介入場面
では「子育ての対話」を媒介させることによって
保護者自身に主体的な動機が生まれ、支援の効果
が認められることが示唆された．
さらに，同じアンケート調査で得られた自由記
述について，KJ法によって「まとめ」を行った．
A型図解化，B型叙述化を通じた分析によって，保
護者と児童相談所が「協働」していくプロセスと
してシンボルマーク「一時保護を伝えることから
始まる」→「まずは対話できる関係を作る」→「希
望が見通しとなり目標を共有していく」→「現実
の受け入れと子どもの安全の話し合い」の展開が
示唆された．
さらに，実践モデルを構築するために，量的分
析の結果としての共分散構造分析のパス図の構造
と，質的分析の結果であるKJ法によるA型図解化
の構造をトライアンギュレーションとして比較検
討した．
そして，対立的な局面から，保護者が現実を受
け入れて子どもの安全構築に取り組んでいくため
には『対話』『目標・目的の共有』を媒介すること
が有効であることが示唆された．そして，この二
つを統合したモデルとして，「子ども虐待対応にお
ける協働を実現するための「『対話の構築/希望・
見通し・目標の共有』媒介モデル」を示した．
○ 第４章　子ども虐待に伴い不本意な一時保
護を体験した保護者への「つなげる」支援
のプロセスと構造（研究フェイズ４）
４章では，支援者から捉えた「協働」関係につ
いてさらに考察するため積極的に当事者参画を進
める支援者へのインタビューを行った．
３章で示された媒介モデルは，現場職員への悉
皆アンケート調査から得られた結果であり，児童
相談所総体に対しての調査を通じて実践における
骨組みが示されたと言える．そこでの『対話』『目
標・目的の共有』を媒介させるとは，いったい実
践の中ではどのように保護者と支援者において人
間，環境，時間，空間の交互作用が展開するのか
さらなる詳細な質的な検討が必要であると考えた．
そこで，次の検討として，当事者参画による優
れた実践を進めている実務家から，媒介モデルの，
その媒介の中で保護者と支援者においてどのよう
な営みが行われているのか，何が起きているのか
を教えてもらうべくインタビューを実施し，グラ
ウンデッド・セオリーによって分析した．その結
果，コア・コンセプトとして「つなげる」支援が
浮上した．そして，この「つなげる」支援は６つ
の支援によって構成されていることが示唆された．
つまり，「希望につなげる」「見通しを立てる」「リ
フレイムを探す」「親子の思いの伝え合い」「親族
や友人との再会」「新たな対話が生まれる」の支援
である．そして「つなげる」支援を定義し「不本
意な一時保護を体験し，児童相談所と対峙的な関
係にある保護者に対して，対話を構築し，支援者
が保護者等に対して，人，対話，思い，場所(空間)，
時間などをつなげることによって，子どもの未来
に希望を持つことで，主体者となろうとする保護
者に寄り添い子どもの安全という目標に向かって
児童相談所と『協働』していくプロセスを創ること」
とした．
○ 第５章　子ども虐待ソーシャルワークにお
ける「保護者の『折り合い』への『つなげる』
支援の交互作用理論」（研究フェイズ５）
第５章では「折り合い」のグラウンデッド・セ
オリーと「つなげる」支援のグラウンデッド・セ
オリーの比較，統合を行った．
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「折り合い」は保護者から捉えた「協働」のプロ
セスであり，「つなげる」支援は支援者から捉え
た「協働」のプロセスである．そこで，「折り合い」
の６つの要件と「つなげる」支援の６つの側面を
比較したところ，６つの領域はシンクロしており，
それぞれが交互作用の中で「協働」を実現してい
ることが示唆された．つまり，保護者の「折り合
い」の領域と，支援者の「つなげる」支援は，先
に定義した「協働」つまり「子どもの安全，安心
という目標，目的に対して，子どもにかかわる機
関と保護者等がこれを共有し，このことの実現に
向かって歩んでいく関係性とそのプロセス」にお
ける，それぞれの側から「協働」に向かう営みで
あることが示唆された．そして，ここで言う「協働」
を定義し，「子ども虐待ソーシャルワークにおける
『協働』とは子どもの安全，安心という目標，目的
に対して，子どもにかかわる機関と保護者等がこ
れを共有し，これらを実現するための保護者の『折
り合い』のプロセスに，支援者が『つなげる』支
援によって関与・参画し，保護者の人，時間，場所，
対話，思いなどを『つなげる』ことを通して，更
にはそこに流れる交互作用によって子どもの安全，
安心の実現に向かって歩んでいく関係性を構築す
ること」とし，グラウンデッド・セオリーの比較
から，新たなグラウンデッド・セオリーが創出され，
これを，領域密着理論としての，保護者と支援者
の協働関係を構築する「『折り合い』に対する『つ
なげる』支援」の交互作用理論とした．
○ 第６章　新しい実践モデルの構築へ（グラ
ウンデッド・アクション）
「対話ができる関係を創る・『折り合い』へ
の『つなげる』支援媒介モデル」の提起―（研
究フェイズ６）
第６章ではここまで行ってきた，調査研究の統
合を試みた．具体的には３章で示唆された「媒介
モデル」に５章で示唆された「『折り合い』に対す
る『つなげる』支援」の交互作用理論」を組み入れた．
「子ども虐待対応における協働を実現するための
「『対話の構築/希望・見通し・目標の共有』媒介モ
デル」(以下，「媒介モデル」)と保護者と支援者の
協働関係を構築する「『折り合い』に対する『つな
げる』支援」の交互作用理論(以下「折り合い・つ
なげる交互作用理論」)を比較した．
媒介モデルでは，「対峙的関係」→「対話の構
築」→「希望・見通し・目標の共有」→「現実の
受け入れと子どもの安全づくり」と展開する．交
互作用理論では，大きくステージが「対話ができ
る関係を創っていく」→「『折り合い』への『つな
げる』支援」→「折り合おうとする保護者に寄り
添う」と展開する．「交互作用理論」と「媒介モデ
ル」のこれらの「協働」関係構築はプロセスとし
て概ね一致し，媒介モデルの「希望・見通し・目
標の共有」は交互作用理論の「『折り合い』への『つ
なげる』支援の交互作用理論」に相当することが
示唆された．特に，交互作用理論では，「見通し」
「希望」が，統合されたコンセプトの中心にあって，
これらが保護者と支援者の「『折り合い』への『つ
なげる』支援」を展開する動因になるとしているが，
媒介モデルにおいても「見通し」「希望」がやはり
重要なテーマとされ，その他の多くの課題は「『折
り合い』への『つなげる』支援」における「協働」
を進展させる６領域と重なっている．
以上のことから「媒介モデル」において媒介さ
れる「『対話』『目標・目的の共有』の部分が，質
的研究で明らかとなった実際の保護者と支援者の
中で営まれる「折り合い・つなげる交互作用理論」
を示していることが示唆された．そこで，本論に
おける結論として，「折り合い・つなげる交互作用
理論」を「媒介モデル」に組み入れることで，図
３「対話ができる関係を創る・『折り合い』への『つ
なげる』支援媒介モデル」を示すことができた．
そして，「対話ができる関係を創る・『折り合い』
への『つなげる』支援媒介モデル」が，実際の現
場の中で，いかに応用できるのかを２つの事例と
当事者へのインタビューを「『折り合い』への『つ
なげる』支援」の６領域に照会しつつレビューした．
○終章
終章では，これまでの研究を振り返り，不本意
な一時保護等によって対峙的な関係になった保護
者と「協働」関係を構築するための実践モデルと
して「対話ができる関係を創る・『折り合い』への
『つなげる』支援媒介モデル」を示したことが本論
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東洋大学社会福祉研究　第11号（2018年7月） 博士学位請求論文要旨「子ども虐待対応における保護者との「協働」のプロセス」／鈴木浩之
の結論であるとした．そして，序章の中で問題提
起した「強いられた『協働』」は「主体者としての『協
働』」になりえるのか，権力を持った児童相談所が
保護者に対して行う「支援」は成立するのかにつ
いて考察し，その可能性を現場に提案した．
最後に，本研究について，実践者が自らのフィー
ルドを研究することの意義を示しつつも，権威を
有する立場からの研究の限界を示した．
以上により，博士論文の要旨紹介とする．
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図3「対話ができる関係を創る・『折り合い』への『つなげる』支援媒介モデル」
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